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3 通年(集中) 集中･不定期 2年

　 実験

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｓカリ, ２５Ｓカリ, ２４Ｓカリ, ２３Ｓカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】理学の各分野における専門知識 実際の観察・実験活動を通して、多様な生物の世界や現象に興
味を抱き、その多様性獲得の起源や多様化プロセスを理解する
とともに、多様な生物の世界を体系的に分類するシステムその
ものを理解する力を身につける。

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門知識や観察・実験などによっ 実際の観察・実験活動を通して、多様な生物の世界や現象に興
て問題を理解・解決し、その成果を的確に他者に伝える力 味を抱き、その多様性獲得の起源や多様化プロセスを理解する

とともに、多様な生物の世界を体系的に分類するシステムその
ものを理解する力を身につける。

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】理学の基礎知識と専門知識を活用 実際の観察・実験活動を通して、多様な生物の世界や現象に興
して課題を発見し取り組み、その成果を社会に役立てる力 味を抱き、その多様性獲得の起源や多様化プロセスを理解する

とともに、多様な生物の世界を体系的に分類するシステムその
ものを理解する力を身につける。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 植物分野では緑藻・コケ植物・シダ植物・裸子植物・被子植物など主要な植物群の栄養器官や生殖器官
の形態観察を行う。また、形態比較に基づいて検索表を作成したり、分岐学的に系統樹を構築してみる。
実習の一部では野外での観察・採集も行う。
動物分野では、線形動物・環形動物・軟体動物・節足動物・脊索動物などの分類群を対象として、形態
と生態の特徴を観察し、多様な動物を比較分析することにより、系統分類学的な概念を体得する。可能
な限り、各自が野生個体を採集し、実習材料として用いる。第7-8回の分岐学的系統の再構築においては、
多数の形態形質をコンピュータ解析し、さらにコンピュータを活用することで、形質保存状態の類縁性
に基づく統計学的解析を実施した上で、分岐図（系統樹）を作成、考察を行う。

(5)授業のキーワ
ード

種・属・科・目・綱・門について具体的な例証を調べる。 
コケ・シダ・裸子・被子(3種)のスケッチを行う。

(6)授業計画 第１回：植物の系統進化と動物の系統進化（佐藤・東城）
＜植物分野＞
第２回：被子植物・裸子植物の生殖器官、栄養器官の比較解剖（佐藤）
第３回：無種子植物群の生殖器官、栄養器官の比較解剖（佐藤）
第４回：藻類・蘚苔類の比較解剖（佐藤）
第５回：種子植物の採集と科の検索（佐藤）
第６回：被子植物栄養器官に基づく検索表の作成：コンピューター図表解析（佐藤）
第７回：花の形態比較に基づく分岐学的系統の再構築（Ⅰ）単子葉植物（佐藤）
第８回：花の形態比較に基づく分岐学的系統の再構築（Ⅱ）双子葉植物（佐藤）
＜動物分野＞
第９回：扁形動物、環形動物の特徴と比較（野外観察・採集を含む）（東城）
第10回：環形動物の特徴・分類（東城）
第11回：軟体動物の特徴・分類（東城）
第12回：節足動物（昆虫類）の特徴・分類（東城）
第13回：節足動物（昆虫類以外）の特徴・分類（東城）
第14回：脊策動物の特徴・分類（東城）
第15回：各動物分類群（門レベル, 節足動物においては�綱・目レベル）の特徴や進化史に関するプレゼ
ンテーション、授業アンケート
定期試験：なし

(7)成績評価の方
法

毎回提出するスケッチ・レポート、およびプレゼンテーションにおける目標の達成度の評価による。

(8)成績評価の基
準

丁寧さ・観察力・図鑑の調べ方、プレゼンテーション力（説明力）などが修得できれば合格である。

(9)事前事後学習
の内容

事前予習は不要であるが、スケッチには時間がかかり、復習に相当する内容とな る。

(10)履修上の注意 解剖器具、ケント紙、スケッチ用の鉛筆等の実習用具は開講時迄に購入するなど して準備し、常に持参
すること。対象となる動物群についてはその特徴を知って いることが必要であるので参考書(参照)等で
予習しておくことが好ましい。  野外に採集に出かけるときは、汚れても良い服装で来ること。天候に
より予定 の順序が変更することがあるので掲示は注意すること。

(11)質問,相談へ
の対応

実習中いつでも対応

【教科書】 毎回配布する資料



【参考書】 フィンガーマン「比較動物学 -アメーバから人まで」（培風館）


